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商品名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
車輌ボディ専用研磨剤

【物質の特定】

単一製品・混合物の区別 混合物

成分 研磨剤(アルミナ）41～49％　労働安全衛生法第57条の2に該当

溶剤

界面活性剤

水

【危険有害性の分類】

分類の名称 該当なし

危険性 該当なし

有害性 該当なし

環境影響 該当なし

【応急処置】

目に入った場合 直ちに清浄な流水で１５分以上洗眼し、眼科医の診察を受ける。

皮膚に付着した場合 直ちに汚染された衣服や靴を脱ぎ、接触部を石鹸で清浄する。炎症が生じた場合は、

医師の診察を受ける。

飲み込んだ場合 水で口の中をよく洗浄し、直ちに医師の診察を受ける。

吸入した場合 直ちに空気の良い場所に移り安静にする。回復しない場合は直ちに医師の診察を受ける。

【火災時の措置】

消火方法 消火剤を火元へ放射、散布等して消火する。

移動可能な容器があるときは、速やかに安全な場所に移す。

消火剤 粉未・炭酸ガス・乾燥砂・泡

【漏出時の措置】

漏出した場所の周辺には、ロープを張る等して人の立入を禁止する。少量の場合は、

ウエス、砂、おがくず等に吸収し空容器に回収する。多量の場合は、土砂等で流れを

止め、出来る限り回収し残分は、ウエス等で拭き収るか、多量の水で洗い流す。

【取扱い及び保管上の注意】

取扱い 眼、皮膚及び作業者との接触を避ける。接触、吸入の防止のためマスク、保護眼鏡、

保護手袋等の保護具の着用が好ましい。取扱い後は、手洗い・洗顔を十分に行う。

床や作業靴に付着するとスリップによる事故が起こりやすいので、ウエス等で

拭き取るか、石鹸又は洗剤で洗い流すこと。

保管 直射日光の当たる場所や高温を避ける。また、０℃以下になる場所を避け、

口栓をしっかりとして保管する。
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【暴露防止措置】

管理濃度 設定されていない。

許容濃度 設定されていない。

設備対策 洗眼及び身体の洗浄の設備を設けることが好ましい。

保護具 必要に応じて防塵マスク、保護眼鏡、ゴム手袋、ゴム長靴、ゴム前掛け等を使用する。

【物理／化学的性質】

外観等 灰色のエマルジョンクリーム状、若干特異臭を有する。

ｐＨ 約８

沸点 １００℃

凝固点 ０℃以下

比重 約１．４０

溶解性 自由な比率で分解する。（水）

【危険性情報】

引火性 なし

発火点 なし

爆発範囲 知見なし

安定性・反応性 熱、光、衝撃に対して安定である。

酸、アルカリ、電解質、凝集剤等と反応凝集を起こす。

【有害性情報】

刺激性（目、皮膚） 目に刺激あり、長期接触により皮膚に刺激のあることがある。

急性毒性 知見なし

慢性毒性 知見なし

がん原性 知見なし

変異原性 知見なし

催奇形性 知見なし

【環境影響情報】

分解性 知見なし

蓄積性 知見なし

魚毒性 知見なし

【廃棄上の注意】

焼却処分をする。（燃焼生成ガスは、一酸化炭素、二酸化炭素、水蒸気及び微量の

窒素酸化物を発生する。）多量の場合は、廃棄物処理業者に処分を委託する。

【輸送上の注意】

容器が破損しないよう、乱暴な取り扱いを避ける。

【適用法令】

労働安全衛生法 該当なし

消防法 該当なし

毒物及び劇物取締法 該当なし

ＰＲＴＲ法 該当なし

その他 記載内容は現時点で入手できる資料、情報、データに基づいて作成しておりますが、

注意事項は通常の取扱いを対象としたものであって、特殊な取扱いの場合は、

新たに用途・用法に適した安全対策を実施の上ご利用下さい。


